
あなたとＪＡをむすぶ'|胄報誌

祷がし
'1000 

可

1， 
■ 

月
Nｕ Ｓｏｏ 

bＬ 

根室管内農業賞に鷲見孝氏が受賞きれました
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謬襲彰を受ける戯見夫

馴回根室管内農鵜鶯見孝氏
倭云

第23回根室管内農業賞表彰式が11月１９日、午前11時より寿宴で行な
われ、当農協から鷲見孝氏ら７農協から８人の方が表彰されました。
同賞は､根室管内農業賞委員会(枳穀勝久委員長)が農業､農協など農

業団体の運営に長年にわたり尽力し､地域社会の発展に貢献してきた人
たちに贈られるもので昭和52年に制定され､今年で23回目を迎えました。

I1iビなル牛で２Ｗをと氏（北へ
いⅢｌタヒi鰯あ'1$率し、磯ｆ}色海総鷲
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鋼i薑瘻il鑿: 隈 祝辞を述べ掻
枳穀委員長
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乾乳牛管理のポイント

北根室地区農業改良普及センター

乳
牛
が
健
康
で
泌
乳
す
る
た
め
に
は

分
娩
前
後
の
疾
病
を
い
か
に
少
な
く
す
る

か
乾
乳
期
の
智
理
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

②
第
一
門
で
は
、
胃
壁
絨
毛
の
退
行
と

新
た
な
成
長

③
乳
厨
内
で
は
、
乳
脈
胞
の
再
喉

④
胎
児
の
成
長
を
支
え
る
た
め
の
栄
養

摂
取

こ
の
よ
う
な
大
切
な
役
割
を
、
六
十
日

の
間
に
終
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
乳

期
の
生
産
性
向
上
が
望
め
ま
す
。

一
一
、
生
産
病
の
発
生
状
況

乳
牛
の
疾
病
の
中
で
、
分
娩
前
後
、
お

よ
び
、
産
後
一
カ
月
以
内
に
発
生
す
る
も

の
を
生
産
病
（
周
産
期
病
）
と
い
ｈ
乳

牛
の
死
魔
躯
故
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
．

「
乾
乳
牛
管
理
の
目
指
す
も
の

①
泌
乳
期
を
終
え
て
の
休
息
期
間

行式

２８」その他

胃腸炎

肝疾患

肺炎

第一胃疾患

稚産・子宮脱

繁殖傷害

事故死

篭四胃疾患

起立不能

乳房炎

運動器病・外侮

６
８
０
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図１全事故率に占める主要疾病
木屋･北海遁｢ＩＯＳＡＩ窯南建床講習所･Ｈ７遊尋L娯購議会資縄よＵ

（
図
一
）

こ
れ
ら
の
生
産
病
は
、
治
療
蝋
な
ど
の

直
接
徴
用
だ
け
で
な
く
、
雌
高
乳
敬
を
制

限
し
た
り
、
そ
の
後
の
繁
殖
障
害
を
誘
閃

f芦、

丹

↓ 
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割

、公 し
た
り
と
、
酪
農
経
鴬
ｆ
人
き
な
拠
失
を

も
た
ら
し
ま
す
。

三
、
生
産
病
の
発
生
要
因

乾
乳
期
の
管
理
は
、
生
産
病
予
防
が
砿

乾物摂取量の{氏下免疫カイ曇下ｌゴー
L2Zﾕﾕ竺工」

』／↓～食

|蝋凄逓|｜謡鰐鐵’

↓ 
l急激にやせるｌ

ｖ 
ＩＰ－=－－－－■~￣■￣￣~￣句

l蛙態肱臼勤眞－－－」▽ ▽ Ｐ 
その他通勤
I駐能ｲ藤下

サウ

|第四胃変位ｌ閼訂言需

ウ
▼ 

－－－－－－－ 

乳畳のｲ丘下脂月方肝子宮内膜炎乳房炎
一一一

霊1.頭損臨 ケトーシス

骨折等

図２生産病の発生要区
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う要
⑨③⑦⑥⑤④③②①仁で

繩鳴納1iii緋蕊澱~｢辨鰄緋騨麟iiiiW灘權鯛さ郷雛支
牛炎前停のルドｌい期ｉ旦ｉル・↓期障↓ど下ルＷル不↓よ生炎筋多前器らこ
を後止低シ疾↓間ノノシ子受ＩＭＩ謀第の．シ疾シ能環るな力くこ病れれ
鰯の下ウ忠向中分ウ寓胎中ＵＬ１スｉｉ１ｉウ忠ウ境乳環低、週，まら
礎疾にム力の晩ム脱退の１１１卜化ムム性頭境下低間外すの
し病よ｣11分繋Ｈｉｌｌｉｌ延低変レ器ｌＨｌｌｍ乳括、↓力の傷・発
てにる症娩翻雌症、栄異ス活症症廃約低脱ルカ一生
し、よルかｕｉｌは、に不養に動に炎筋力ロシル図要
るるｌら雛、／・よ受によのよのル・ウシ二｜ﾉﾘ
ﾊﾟ〆、、異常る）１台よ柾る低る筋シ骨ムウ_は
ド抗ン第雛常脱筋る採ド孫カウ折ｌｈＬム次
力内一麗分ノ」胎食、食低ム症摂のツ

クの液胃娩低盤＋[上繋ｆｉｔ-F血に取上

な
ど
の
泥
鰯
化
、
厳
寒
期
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
の
横
臥
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

↓
、
腸
炎
、
織
よ
う

四
、
生
産
病
の
予
防
対
策

生
産
病
を
予
防
す
る
に
は
、
発
催
要
因

を
理
解
し
、
栄
養
耐
の
改
善
、
ス
ト
レ
ス

の
か
か
ら
な
い
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

①
乾
乳
期
の
施
設

・
盤
翻
せ
ず
ｎ
曲
に
動
け
る
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
飼
養
、
パ
ド
ッ
ク
が
望
ま
し

い

・
乾
乳
期
に
人
っ
て
か
ら
乾
乳
牛
に
と

っ
て
未
経
験
な
施
設
、
没
術
に
鑿
慨

す
る
こ
と
は
さ
け
る
。
特
に
分
娩
二

週
間
以
降
、
未
経
産
牛
を
ス
タ
ン
チ

ョ
ン
に
繋
が
な
い

・
育
成
後
期
と
同
じ
群
で
管
理
し
な
い

食
い
負
け
す
る
場
合
が
あ
る

②
乾
乳
期
の
栄
養
管
理

Ａ
、
ボ
デ
ィ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア

放
し
飼
い
（
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、

乾
乳
牛
舎
な
ど
）
…
三
・
七
五

舎
飼
い
（
繋
ぎ
に
よ
っ
て
迦
勅
が

制
限
）
…
二
・
五
○

Ｂ
、
栄
養
レ
ベ
ル
（
表
こ

・
乾
乳
牛
の
乾
物
控
取
量
は
、
飼
鍵
環

境
、
季
節
に
よ
る
寒
暖
、
ボ
デ
ィ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
、
粗
飼
料
な

ど
に
よ
っ
て
光
な
り
ま
す
。

．
Ｃ
Ｐ
が
．
二
訂
以
下
に
な
る
と
採
食

減
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。

分
娩
血
前
は
乾
物
摂
取
が
低
下
す

る
た
め
、
栄
養
濃
度
を
商
め
ま
す
。

鐸弓

乾
乳
牛
の
適
切
な
栄
養
符
理
と
ス
ト
レ

ス
経
減
は
、
分
娩
時
の
疾
病
回
避
や
労
〃

の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
も
う
一
度
、

乾
乳
期
の
飼
養
督
理
を
兄
虹
し
て
く
だ
さ

い
。

図 分 ＃ Uｉ 乾物摂取+,｛ Ｃ Ｐ １ ＤＮ ・
分
娩
戒
前
の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
比
は
一

一
日
五
卜
啄
以
下
に
し
ま
す
。
特
に

マ
メ
科
の
多
い
飼
料
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
が
商
い
の
で
、
後
期

の
粗
飼
料
と
し
て
は
、
さ
け
ま
し
よ

『
７
．

－
鮒
水
分
の
粗
飼
料
は
乾
物
摂
取
銃
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

乾
物
摂
取
般
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必

ず
乾
草
を
飽
食
さ
せ
て
Ｆ
さ
い
。
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舶
人

今
川
の
人
気
對
は
、
三
輪
宅
の
し
っ
か

り
満
の
女
の
子
、
明
徳
ち
ゃ
ん
。

明
卿
ち
ゃ
ん
は
、
ぱ
っ
ち
り
お
め
め
が

か
わ
い
く
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
て
ん
ば
な

女
の
ｆ
ｏ
お
臥
さ
ん
の
牧
卜
さ
ん
は
、
「
明

穂
は
、
手
の
か
か
ら
な
く
て
、
楽
な
子
な

の
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
に
い

ち
ゃ
ん
が
保
脊
所
に
行
っ
て
る
時
も
お
絵

か
き
し
た
り
、
ビ
デ
オ
を
見
た
り
し
て
遊

ん
で
る
ん
だ
っ
て
。
明
穂
ち
ゃ
ん
の
お
菰

に
入
り
の
ビ
デ
オ
は
ド
ラ
え
ら
ん
。
ビ
デ

オ
を
兄
て
る
時
は
、
と
っ
て
も
集
中
す
る

ﾛ 

ん
だ
っ
て
。
お
絵
か
き
し
て
る
時
１
コ
、
と

っ
て
も
夢
中
に
な
っ
て
た
よ
。
川
聴
ち
ゃ

ん
は
、
大
好
き
な
鋼
に
、
夢
中
に
な
る
女

の
子
な
ん
だ
ね
。
そ
ん
な
、
川
穂
ち
ゃ
ん

は
、
お
鼻
の
頭
に
小
さ
な
、
か
す
り
傷
が

で
き
て
た
よ
。
お
雌
さ
ん
は
「
お
外
で
遊

ん
で
た
ら
、
こ
ろ
ん
じ
ゃ
っ
た
み
た
い
な

の
」
と
笑
っ
て
話
し
て
ま
し
た
。
明
徳
ち

ゃ
ん
の
お
て
ん
ば
ぶ
り
が
ち
ょ
っ
と
兄
え

ま
し
た
。
お
外
に
出
る
と
、
お
父
さ
ん
の

輝
郎
さ
ん
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
ト
ラ
ク

タ
ー
の
捌
催
を
し
て
る
所
で
し
た
。
明
徳

＄ 
｢#,しもし－，でんわも好きなんだ／

'１M陽地区三輪哲郎・牧子さんごﾉ坐及女明穂ちやん（２雌５カノ】）

ち
や
ん
は
、
玄
関
か
ら
い
ち
も
く
さ
ん
に

か
け
て
い
っ
て
、
「
の
せ
て
」
と
お
ね
が

い
。
前
に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
せ
て
も
ら
っ

た
の
が
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
み
弁

、
◎

し

阿
仁
で
も
、
夢
，
叩
に
方
び
る
明
穂
ち
ゃ
ん
、

健
や
か
に
、
火
き
く
な
あ
れ
。

■ヨ

ちょっぴりおてんば
元気り子

６ 
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秋
の
好
天
で
順
調
な
成
育
と
な
り
ま
し
た

合
理
化
で
ん
粉
エ
場
の
操
業
実
績

八ｉ『「しり調にしる洲成イ１２オＬ人化
｢ｉ八ｆｌｋ上操によかの・行に今、れで本

''１１>1$雛織&:Ｌ鮒鰕iii上ii純
上使ilii灘ｆｊｉｉｌ編數WlllIij搬

雛;聯ii蝉
なは１，の収年さカヒヒバ播Ｌ操トリ

iW1ii雛雌雄
゜千二’１】よｌｌＵＩ天・がｉ１Ｊｊな例わ受ＦＩＩ

岸■

まにて謙年』'２終＝
しつば－１JⅡ均禰「卜平
たい、｝iii八収温致Ⅱ成

Wlli1iliAlii:とか十

Ⅲ…△雛舞年上･

幕';'許,をⅡ瀧十ん
廻ま￣均．－策

鱗Mlii型、十ir
ii鮮議lilii

高淵｡干ばつの
夏でしたが、 展可‐Ⅱ－ 

鏑
＝■-

，ロ

収量は前年を
上回りました

】

戸一同▲凸■■■

￣￣ 

kも

Ｉ 

『『》熱 Ⅱ
 

てん菜の生産実績 鮫》 一二一

庁

ニ
ヵ
Ⅱ
川
の
降
水
（
埒
）
壮
は
平

年
帷
で
し
ょ
う
。

ｌｌｌＩｉ人海配ニ
オＬ１ｚｌ１１ｉｌｆ低月
る洋で｡と菰
１１側はな１１：
がや蝉りの
多オリ、ｊｍ
いホや、Ｆ過
兄’’1『年後
込シのとは
みクＩ１ｉｉｌ冬
で海が様ｌ秘
す側多、の
゜で<１１鮫
は、本川二

周’111に兄統配－１１，１；人海配十可
191や比込き[i飴低月ｊ１Ｌ１ｚｌ１１Ｉ［ｉｉｉ低=能
的オペみせと気る昨でと女（月性
にホ′'『でずな）'三１１側はな」[具の
変｜のす、りのがや曇りの大
わﾂ１１．気まj山多ｵﾘ､j山き
るクが’１楓す過いホや』１２過な
で海少本のが後兄｜,Iドイ}Z後天
しI11llな海ＩＦ５，は込ツのとは候
よでく’11りい‐楽みクＩ１１ｉｉｌ冬見～ 

うは、でⅡ’1＄型でｉ}ﾘ１が様型通
。尺太はが的のすIlll多、のし
女ｉ１ｚ平多で気゜でくⅡ気
は洋イドい」ミハ：は、水圧

十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
の
概
要

、
一
一
カ
Ｎ
平
均
気
柵
は
、
平
年
帷
か

商
い
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
の
確
率

は
共
に
Ⅲ
○
訂
で
す
。

Ｓ
力
冒
予
報

可

７ 



青年部各支部による環境整備事業が実施されましだ

ｅ 鶏
作業が
スムーズに
行なえましだ

武佐支部藤原智樹

う業で莱当こたルに
進午が文こ物日と今。ム環１１「
ぬ後ス部のがは仁平な境年
てもム風ＪｌＦ集Ⅱｑなはど整部
行、１６業めトリzliibの備武
きニズいはらン、情ｕｊｌ輌佐
たのにろ昨れダ各に収業支
いり「行い』'二まンｒ’よ、と部
と業なるにしプ、｝）廃しは
忠がえと統た＋前’１１棄て、
い継まＴ：き゜台｜」存を、}
ま銃し犬－２分に別笑う_
す出たをIIJ］の横ま施ツ月
｡ル（・し１１産みでしブート
る、な業込述まう六
よ作の廃みぶしイロ

蟻IFS､、

声

V潟

鰻

Ｂ■■■■●●■●｡●■●●●｡●●●●●。■●●●●●●●■●●。●●●●B●●●●●C●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●■■●■

灯咄

積み込みしやすく
事前に準備が必要です

街孟

中標津支部花川昌典…●.－＄ 

Ｌ－－ 

青
年
部
中
標
津
文
部
は
、
十
一
月
’
九

Ⅲ
に
環
境
整
備
訴
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
几
時
、
路
而
凍
結
の
中
、
集
今
し

打
合
せ
の
後
、
ダ
ン
プ
四
台
で
そ
れ
ぞ
れ

各
部
災
の
家
へ
行
き
、
ラ
ッ
プ
類
と
鉄
ク

ズ
な
ど
を
祇
み
込
み
中
奔
別
の
処
理
場
へ

迎
び
ま
し
た
。

雌
終
的
に
ダ
ン
ブ
ト
台
分
が
集
め
ら
れ
、

午
後
三
時
過
ぎ
に
無
蛎
作
業
を
終
ｒ
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
課
題
と
し
て
、

ラ
ッ
プ
類
な
ど
ダ
ン
プ
に
徴
み
込
み
し
や

す
く
、
各
艇
家
で
礁
備
し
て
ほ
し
か
っ
た

で
す
。

▼Ｉ 

b●■■ 

鱸
,刃

一一戸

８ 



みんなで考えよう環境整備
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、
、
ｃ
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平成12年度

湯Ｉ海高等学校
農業特別専攻科学生

臺享集のご案内

自分の受11胸したい科ロをnlI1に選択してｊ１ｉ位を修得す

るシステムです。｜;H識科卜1は、酪農に関する秤ilW科１１、

教養科I|、（V攻科１１（ゼミ）があります。また、開識l聯

Ⅱ}lも午ijiilOI1補0分から'r後2時10分までなので､朝夕の乳

牛の笹哩作業に徒｡｜了しながら学習できます。

自家の経営に結び付いた学習

、家のWr地、乳』'二に関する'11柄をゼミナールごとに分

かれて取り組みます｡また､農業簿記による経購診断もｉ７

ないます｡奥季の腱繁期(6)]～8)}）は授業がありません局

Ｐ■ 

ラップ処理に
役立っている環境整備

先端技術に対応した学習

コンピュータをⅡ)いた経貨符理などを収|〕入れたﾌﾐ職
当幌支部遠田勝

的学科ができます｡

国内外の実習

｜）のけい人ラー1ニなンい１１

に米ま時でま変毎シ業るセまＩ}l］+

ご鮭'ｉＷ';蝋ギ澱】iンｋⅥ|Ⅱ

義駕雛!難'キナＪ＿

し、り こ,評醗；掌れ賎jfiiKテた｜
ぃン １１て、役のし§が'）束ｊＨｌ１上
でセ１Ｍ１場部立処た￣、、クをⅡ

河罵鼻ぞ{1．急|ﾙﾃﾞﾘ鮭

ﾊﾐ学２年'1に希望に応じた条件（地域・馴奨など）で

突轡を行なうことができます。（'ｴ||ﾉｌ・ニュージーラン
ー

ド・欧米など））１１海''１J研修｜''１助命Ilil1度を利１１１できます｡

学生募集要項
Ｐ、

修業年限２年

募集定員酪農経営科２０人

出願資格・平成111(二度,葡搾学校卒業),L込みの潟

・酪農の雑礎技術を学びたい〃

・新規就農を考えている〃

出願受付１丘成]2イドｌ)118Ⅱ(1k)～lII2911(ljIE'「

出願書類人半願11|：雌康診断証ｌﾘＩｌＩｌ：調究』l：

入学検定料腱業経憐調,'ド

※入学iＩＦ類一式は北１１ﾘ【泣別iilf1蔚等学校ＪＩＦ勝室

にⅢ慾しています。

検査日平成12年2)１１０１１(７１０作文．Ⅱ､接

検査場所北海道別海商等学校農業特ﾙﾘ(V攻科

※詳細については、別海商校農業特別型ji攻科

〒086-0214別海111]別海緑１１１]70-1

101537(5)2053までお'11iい合わせください。

9 

|先端技術に対応した学習
コンピュータをⅡ1いた経営符理などを収'〕入れた笈践

｢Ｅｊ丙７１万ﾗ雲霄￣~’
ﾊﾐ学２年'1に希望に応じた条件（地域・jiM摸など）で



「
ど
う
す
る
根
室
農
業
」
将
来
へ
の
展
望
を
探
る

ど
の
会
場
で
も
人
気
の
中
標
津
の
乳
製
品
と
じ
ゃ
が
い
も

かしボオ区会展：ｆｒ久袋人
i『、ｌり，'ｉに望一，卜性Ｌ公平
な進ツン年允をど｜几Ｉ部でが此
わ下をピ部だ探う人フ筏トト根

撫繊:締；聴覺
た体人下瀧浩入室しユ約八根区

識鱸菩辨XlIiiiiii：
譲騨鯵：暗
iiifl趣ス元地｜;Ｈの。米とノト部=

秋
の
北
海
逝
物
瀧
腔
を
次
の
爪
会
場
で

行
な
い
、
中
標
津
町
の
乳
製
品
じ
ゃ
が
い

も
の
阪
允
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

秋
の
北
海
道
物
産
展
に
出
店

■ 

４戸、

熱

lliUiiiiiliiY 

ま
た
、
催
食
後
、
各
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
の
〃
々
を
交
え
て
分
放
会

が
行
な
わ
れ
「
将
来
へ
の
展
望
を
探
る
」

を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
組
織
伽
・
生
藤
面

・
化
柄
伽
に
つ
い
て
活
発
な
意
兄
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

蛇じさ戯）ｊ［１店ｌ＝）］ト
ホのやいみ川五、池十越上Ｚさ
クダりがかｉｎ崎Ⅱ＝袋）Iホ１１１１い

灘世llliLI航)lii
織蝋liii1Ⅶ両艘

i鵜鞠薫'１・六賃｜」Ｉ眺卜）］

佇弍

蓑

ロ日鯉織 轍欝>僧

琲
牛
乳
の
コ
ッ
プ
一
杯
売
り
と
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
な
ど
大
変
好
評
で
、
仕
入
れ
が
間

に
合
わ
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
会
場
で
も
、
こ
の
じ
ゃ
が
い

も
を
岡
う
た
め
に
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を

食
べ
る
た
め
に
、
こ
の
北
海
道
腱
に
来
た

と
い
う
お
客
様
や
、
「
中
標
津
の
乳
製
砧
・

じ
ゃ
が
い
も
は
右
名
だ
も
ん
ね
」
な
ど
と
・
捕

っ
て
買
い
求
め
ら
れ
る
お
粁
様
が
い
た
こ

と
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

乳
製
航
と
じ
ゃ
が
い
も
は
〃
巾
標
瀧
”

と
、
多
く
の
人
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
製
品
作
り
、
顧
客
対
応
な
ど
Ⅱ
々
心

が
け
、
巾
標
稚
フ
ァ
ン
を
も
っ
と
も
っ
と

噸
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
蝿

い
ま
し
た
。

穴

､t濯ぎ.￣学
￣￣■￣~ 

liiiiliii;iIii 
'10 



〕ﾎﾟｺﾞ了 A中標津乳製品エ場

お歳蟇セットの取りまとめ‘
鳶繍1艤霜

蝋日頃より､乳製品エ場にはご理解ある

ご協力をいただきありがとうございます。

今年も乳製品エ場と牧舎製品のお歳

暮セットの取りまとめを実施すること

といたしましたのでご用命くださるよ

うご案内いたします。

〈通常価格より１割ほど低価格です＞

堅屋B2【 胃、一１
１
 》》》

ご

J曇Ｅ’二畳【砂甲g露懇gf1-］ｌ－－Ｌ 

,`縄恩XfA麗泥1,1Ａ蹴X宙鴇乖昨餓今麗T，
Ａセット

1｡､ローｎｎ２′ｕｈ－ａｌ弓｡｡､Ⅵ

ラジー Ｂセット

＝鰯＝露＝蕊三’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’ －
１
 

￣ ｜傘口｜旧
随

一』》一壱 =や－－些一一彦=妄=主一 と二一一￣-０
ロザーハーロP--m

懲鍵1Ａ滅
亡【

亘蘂
轤鱒角韻纏画 -20ｲ 

ﾛﾀ■△ 

塗謬１K鑿謬
=藤
三]患一二 鰯繕

Ⅱ
し
■
Ⅱ
Ｆ
Ｐ
ｌ
Ⅲ
■
且
応
■
’
一
■

ｗ｜宍》》｜》

叫一》》》．
》
Ⅱ
小

》｜》’’一

琴耀一

Ｃセット

、セット ヨセット

ロ
酢

名 セツ卜内客 価格 傭 老 送料

ケフィアオーレ５００１Ｍ×４本

珈琲牛乳250,2×６本紅茶牛乳250,9×６本
Ａセット ２，２００贋

北海道

ＢＯＯ屑ケフイアオーレlOOOm2x3本
珈琲牛乳1000,2×３本

Ｂセット 廼軍翌ｓｏ唇

関東以北

１ＵＳＯＯＲ レアチーズケーキ１４０９×１値
アイスクリーム120,9×８値

アイスクリーム麺類・バニラ・

コケモモ･ヨモギ･フキノトウ各２値
Ｃセット ２，ＢＯＯ屑 ～ 

関西以南

1,ＢＯＯ周
いももち６０１×15値

牛肉コロッケ８０９×15値
、セット ２，０００屑 (調理法などは商品に添付されます】

クッキー１８個入×３値
サブレ９枚入×１個

クッキー種類・こけもも
チーズ・かぼちゃ

目セット ２．５００円

上記価格：消費程別途

一曰皆貯金

総額で83000千円9 

平成11年度、一日皆貯金は、１０月１８日から29日まで、組合員宅及び町内

各二家庭を訪問し実施いたしました。

実績といたしましては、件数1788件で､組合員、準組合員、員外を含め

総額で8,300万197円となりました。農業情勢、経済状況の厳しい中ではあ

りますが、皆様の多大なるご協力に厚くお礼を申し上げますと共に、今後

とも宜しくお願い申し上げます。L－－■￣凸ＬＬ凸＝

戸

１１ 

品名 セツ卜内客 価格 備考

Ａセット
ケフィアオーレ500,2×４本

珈琲牛乳250,2×６本紅茶牛乳250,9×６本 ２，２００円

セツ
ケフイアオーレハO00m2x3本

珈琲牛乳1.000,2×３本 口早愛５０円

セツ レアチーズケーキ１４０９×１個
アイスクリーム１２(〕ｍ９ｘ８佃 ２，ｓ００円

アイスクリーム麺類・バニラ.

ニケモモ･ヨモギ･フキノトウ各２個

セツ
いももち６０１×15個

牛肉コロッケ８０９×15個 ２，０００円 (調理法などは商品に添付されます）

Eセット
クッキー‐１８個入×３個
サブレ９枚入×１個 ２，５００円

クッキー種類・こけat」
チーズ・かぼちゃ

F豆上｜
北海道｜
ＢＯＯ円’

関東以北

１，３００円

関西以南

１，ＢＯＯ円



暮
ら
し

じゃがいもを
美味し〈
北根室地区農業改良普及センター＿mＬ 

Ｉ 

ス
タ
ー
で
は
な
い
け
れ
ど
、
凶
民
的
に
蛎

広
く
好
か
れ
る
庶
民
的
な
野
菜
、
じ
ゃ
が
い

６
．
野
菜
の
少
な
い
こ
の
時
期
、
上
手
に
厩

Ⅱ
の
食
生
活
に
取
り
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

「
大
地
の
り
ん
ご
」

じ
ゃ
が
い
も
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
大
地

の
リ
ン
ゴ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
野
紫
の

少
な
い
冬
に
兵
価
を
発
揮
す
る
か
ら
で
、

立
派
な
機
能
性
食
品
と
い
え
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
熱
に
対
し
て
弱
い
の
で

す
が
、
じ
ゃ
が
い
も
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
で

ん
ぷ
ん
粒
に
守
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他
の

野
熊
に
比
べ
加
熱
に
強
い
と
い
う
長
所

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
皮
を
む
い
て
、
ふ
き
ん

で
包
ん
で
一
晩
お
く
と
、
そ
れ
だ
け
で
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
合
成
酵
素
が
働
き
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

』
←
ｏ

ｌ
ｏ
ｌ
．
○
計
も
聡
川
す
る
そ
う
で
す

じ
ゃ
が
い
も
と
食
生
活

ョ
１
ロ
ソ
パ
で
は
、
じ
ゃ
が
い
も
を
美
味

し
く
食
べ
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
正
人
を

し
て
い
ま
す
。
我
が
風
で
は
残
念
な
こ
と
に
、

必
ず
し
も
、
上
手
な
使
い
方
を
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
は
、
’
六
阯
紀
に
南
川
り

の
航
海
食
と
し
て
、
ま
た
－
人
仙
紀
に
は

北
側
リ
の
越
冬
食
と
し
て
Ⅱ
木
に
渡
米
し

ま
し
た
。
当
時
、
じ
ゃ
が
い
も
は
水
川
の
災

作
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
悔
雨

時
に
収
碓
さ
れ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
水

分
が
多
く
腐
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
腐
敗

防
止
の
た
め
仁
、
天
Ⅱ
乾
燥
を
行
な
う
の
で
、

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
化
成
し
て
エ
グ
味
が
強

く
、
ゆ
で
い
も
（
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
溶
出
『

厚
皮
む
き
（
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
は
皮
偏
に
多

い
）
と
し
て
の
利
川
が
ｒ
体
と
な
り
ま
し

存再

た
。
こ
の
よ
う
な
調
叩
法
が
一
般
化
し
た

結
果
、
皮
の
部
分
に
含
ま
れ
る
「
お
い
し
さ
」

を
満
か
し
た
ベ
ー
ク
ド
ポ
テ
ト
、
ふ
か
し

い
も
、
皮
付
き
小
ｆ
の
ス
ー
プ
、
フ
ラ
イ
、

ソ
テ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
辨
及
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
本
当
は
じ
ゃ
が
い
も

の
栄
養
分
は
、
皮
の
近
く
に
あ
る
の
で
す
。

手
軽
で
お
い
し
い
料
理
法

じ
ゃ
が
い
も
を
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
、

そ
の
料
皿
に
あ
っ
た
品
種
を
選
び
、
ま
た
、

逆
に
そ
の
砧
繩
に
適
し
た
料
理
で
「
使
い

こ
な
す
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

厄
子
レ
ン
ジ
で
じ
ゃ
が
い
も
を
加
熱
す

る
と
き
は
、
ラ
ッ
プ
で
包
ん
で
櫛
瘤
あ
た

り
二
分
平
～
三
分
が
Ⅱ
宏
で
す
。
加
熱
後

急
い
で
ラ
ッ
プ
を
は
が
し
、
蒸
気
を
抜
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

［
ス
イ
ス
風
］
①
じ
ゃ
が
い
も
を
細
か

く
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
、
塩
こ
し
ょ
う
を

隠
し
味
程
度
に
入
れ
、
ま
ぜ
る
。
②
フ

ラ
イ
パ
ン
で
パ
ン
ケ
ー
キ
と
し
て
焼
く
。

目
玉
焼
き
を
一
一
個
つ
く
り
、
黄
身
が
柔

ら
か
い
内
に
パ
ン
ケ
ー
キ
の
上
に
の
せ
、

卵
を
崩
し
な
が
ら
食
べ
る
。
味
付
け
は

塩
、
ま
た
は
し
ょ
う
油
。

［
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
サ
ラ
ダ
〕
①
じ
ゃ
が

い
も
は
皮
を
む
き
、
千
切
り
に
し
て
水

を
張
っ
た
ボ
ー
ル
に
さ
ら
し
た
後
、
た

っ
ぷ
り
の
お
湯
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感

が
残
る
程
度
に
ゆ
が
く
。
②
水
気
を
切

っ
た
じ
ゃ
が
い
も
と
、
ス
ラ
イ
ス
し
て

水
に
さ
ら
し
た
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン

の
千
切
り
を
合
わ
せ
る
。
酢
味
噌
、
味

噌
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

な
ど
で
あ
え
で
あ
え
る
。
（
〆
１
ク
イ
ン

が
適
し
て
い
る
。
ゆ
が
き
す
ぎ
な
い
の

が
コ
ツ
）

F￣ 

品種別の適料理一覧 栄養と効能

・カリウム：体|ﾉ､]にたまった塩分を排

泄->脳llllnL防1k効果
、鉄分：梵血防ｉｆ効来

，ビタミンＣ：ガン、商IillTr、心iWhli

,lEなどの成人病の下防的効果

、ビタミンＭ１:：彼ﾂﾅＭ模作川

・艮厩の食物繊維供給源
･ごはんは130Kcal／lOOgに対し､じ

ゃがいも70Kcal／1009
．消炎作ⅡI：やけどのilIl布薬（すl)お
ろして(ijやガーゼにのばして忠部に
貼る）

男爵 水煮（粉ふき)､コロッケなどひととおり使える頓

男爵に準ずる。越冬後は粘質増加。
煮上がりが早いので煮すぎないように注意。

ワセシロ

（ｲ白爵）

肉じゃが、シチューなどの煮込み辮耀、カレーライス用。
油で揚げる料理には適さない。

メークイン

サラダ、コロッケ、スープなど。ビタミンＣが多い。

皮付きで電子レンジで食べるのがおすすめ。
キタアカリ

でん粉原料用だが、越冬後甘くなり、煮物にも向くｃ紅丸

農林１号水煮後黒変するが、粉ふき、マッシュドポテト向き‘

1２ 

男爵 水煮（粉ふき)､コロッケなどひととお↓ﾉ使える。

ワセシロ

(伯爵）

男爵に準ずる。越冬後は粘質増ｶﾛ。
煮上がりが早いので煮すぎないように注意。

メークイン
肉じゃが、シチューなどの煮込み辮耀、カレーライス用。
油で揚げる料理には適さない。

キタアカリ
サラダ、コロッケ、スープなど。ビタミンＣが多い。

皮付きで電子レンジで食べるのがおすすめ。

紅丸 でん粉原料用だが、越冬後甘くな【｣、煮物にも向く。

農林１号 水煮後黒変するが、粉ふき、マッシュドポテト向き箒

品輝男l]の滴料理一覧



Ｆ
Ｌ
 

「
成
十

］ 
面７

冴
凸

pＰ 

》
奨
金
へ ’ 

-

－ 

ＪＡ女'性組織
道東ブロックリーダー研修会

－－ 

（色 も
っ
と
富
分
ら
し
く
輝
き
つ
づ
け
て

雪北
海
道
亀
家
の
光
大
会

会
場

ユニ

「

／ 

露● 

'1W！ 
Ｉ 

』 弓

繋襲をつとめた攝正露さん

住
根
窺
地
臓
の
参
加
片
令
旦
で
「
な
か

し
く
つ
断
頭
」
や
「
幼
な
な
じ
み
」
な
ど

の
踊
り
を
被
癖
し
て
、
親
睦
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

項｜と司さ代践つまク
タきの題もこん表嚇たしリト
食ま腱しつⅡがし例今た｜－
会し谷てとＩＭＩ立、苑Ｉｉｌ１ｏダ）］
のた川、、に派Ｊ表の道｜}
''１.忠′l芒分行にＡが1ﾘＭ〔研八
で氏涯らな苑１１行修各修、
行に学しわ表標な会地合’
な楽料くれをｉ:'１わでかがし
わしイ縦た行・オしはら)'’１１
れ<ンき識を良、、二勝、
たおスつ減いＩＥ根農Ｔｉで道
惑話トづ会ま路室楽人１１１１%〔
親しうけでし八地経が催ブ
会しクてはた［1t[Ｘ鴬雌さロ
でてタレ、｡栄を実まれツ

区、

ﾛおさななじみの思い出は～＞

■●■●●①●●●●●｡●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●●●■●●●●の■ P●●●●●●●●●●■●●●●■●■●Ｓ●■■●■｡■ 

’ |’ Ｉ 

助け合いの
輪をひろげよう

竜）》存

■■ 

蕊
●■□ 

二Ｗ了

三６
￣ 

JＡ根室地区女性部iUFH彦会

lMPRiii 
■P￣＝ 

｣A根室地区女'性部研修会
～助け合いの輪を広げよう～

肴１１〃んと強け齢れ介達ＡをノI卜議
にけがしく介化ま謹裸１Vにテ,奨金卜

ili鰯諦1k蟻繊iiiW（
繊瀦認識と誉願行き鵜い’
て底イまたな』鰈」艀蕊／

韓醗灘
ｉｉＺ難く助商わる安］綾、,鮒、介が性

介
護
保
険
を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

|］ 
1J’ 

’ IＩｌｌｌ 

1３ 

’’ 

'１ 
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汗
を
流
し
て
、
に
ぎ
や
か
交
流
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フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
ミ
ニ
・
バ
レ
ー
大
会

Ｆ＝ 

以外と簡皿でした

今
度
は
、

子
供
達
と
一
緒
に
作
り
た
い

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は
初
め
て
と
な
る
、
料
理

教
室
が
卜
｜
Ｈ
二
ｎ
、
中
標
津
総
合
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。根
室
地
区
の
三
十
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
集
い
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
・

祢
津
治
子
氏
を
識
帥
に
招
き
、
牛
乳
を
使
っ
た
「
う
ぐ
い
す
餅
」

な
ど
の
和
菓
子
作
り
を
教
わ
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
な
ら
子
供
と
一

緒
に
作
れ
そ
う
」
と
喜
ぶ
参
加
若
多
数
。
午
後
か
ら
は
、
フ
ナ
供

の
食
生
活
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

識
淡
終
了
後
、
ｎ
ら
作
っ
た
和
巣
子
で
、
茶
道
の
簡
巾
な
お
作

法
を
学
び
ま
し
た
。
慨
れ
な
い
雰
囲
気
に
Ⅳ
惑
い
な
が
ら
も
、
手

作
り
和
英
下
と
抹
茶
で
文
化
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ナイスアターックかな!？ Ｊ
Ａ
根
室
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
研
修
会

たさ供ワパレ人は体ズ鯉
･優わ迎イ１１数、十青のル1ビト
勝やれワプになチ１１１館ミづ－
はかのイレ刺が１人で二〈）l

iiu瀞灘ｉｉなまになな：；鰯亀ｶﾐＺ；
さし参わ骸；繩臘鵠
wIujiボイノ…，１Ｍミヒ゜試ｉｌｋユ流
し

〆=、

】

鵜

出
｛ち
ぢ
』

』

§ IRI･鴎一

織
避勵i；

一旦。滝td＆聖

ズズーッと最後まで飲みほします次回はたくさんの方の参加をお待ちしてい潰す

１４ 



鯛の’出来事を紹介します。

:汽準=藝繋|,＿

大
地
に
携
わ
る
私
達
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
４
回
農
民
写
真
展
●
写
真
趣
味
の
会
「
大
地
」
実
行
委
員
会

■
■
■
■
■
０
６
０
■
■
■
０
６
０
■
０
０
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
●
■
０
０
■
■
０
■
■
０
０
■
■
■
■
□
０
■
０
０
□
■
０
■
●
■
■
□
■
０
０
■
■
■
■
■
■
■
■
０
０
■
０
■
■
■
□
戸

（ 

手
作
ｈ
／
キ
ル
ト
っ
て
楽
Ｉ
）
い
ね

女
性
部
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

■ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

G郡に”「＝
●■■｡｢ 

’ 
蕊
屯

声 スイスイできてますね＝－

いの風で写圏でたま
ま米農作IJLl其然家こ゜で農
し場を品川をの族の、氏
た者どは「１１ｍ恵農等総写
･が約、にしみ業兵イヤ只
感凹農な、な・催文展
Ⅲ)ｊ１作り表ど地は化が
的点業まりＡ身域、会１
なが風すずのの１１館一
写展餓・る｜制大々でｊｌ
ｊ'〔状や写り切の｜}Ｈ五
にさ１１リ其のさ嫌ＩＩｉｉｕ
兄ノし季展出やらさか
人、折で米興しれら
つ多々今ﾖﾎﾞかのま+
てくの年をさＩ'１しⅡ

十
一
Ⅱ
四
Ⅱ
か
ら
拡
週
木
雌
Ⅱ
、
｜
』
｜
川

に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
今
年
の
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
。
二
十
二
人
の
部
、
が
参

加
し
、
「
フ
ァ
ス
ナ
ー
付
雪
ポ
ー
チ
」
を
作

り
ま
し
た
。
誰
師
の
耐
俵
橘
地
区
・
大
西

ふ
み
え
さ
ん
は
「
初
心
藷
で
も
、
簡
埖
に

で
き
ま
す
よ
」
と
の
お
話
し
に
、
初
め
て

参
加
し
た
〃
も
、
安
心
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
一
一
一
Ｍ
Ⅱ
の
教
室
を
終
え
る
頃
に
は
、

参
加
藷
や
風
が
大
小
二
つ
の
ポ
ー
チ
を
汀
一

派
に
定
成
さ
せ
ま
し
た
。
「
手
作
り
キ
ル

ト
っ
て
、
楽
し
い
わ
」
と
笑
顔
で
話
す
参

加
荷
も
。
教
室
の
合
間
に
は
、
お
し
ゃ
く

Ⅱ 

燗
劉
，

｣ｌｉｌ 

ｌｍｌ 

B」 リ
も
抑
み
ま
す
．
｜
さ
て
、
こ
ん
ど

は
伽
を
つ
く
ろ
う
か
」
。 鱗鱸陛

舘一

】

蕊 大顧生生いつも親切なご指導ありがとう、こ■ B甲■■
￣ 

■■■■■ 

■－－ 

巴

Ａコープ店あるるでは､レンタルカコ功Ｊ１(1)扱いを始めます｡lﾉﾘ謀はり(の辺りです。
１．カゴの種類

①j､鮒のXYい物カゴ～店内弊){]カゴ(従来からの＜〃COOPグリーン色カゴ）
②新規取り扱いレンタルハ]カゴーレンタル山(111(レンタルVliIilカゴと炎示ブルー色カゴ）
２．レンタル方法～初めてレンタルする場合
①受付はｌｉｊｆ内カーピスカウンターにて､レンタルカゴを希望する711:を伝えてＦさい。
②お雰様の記入事項：ご住所、お名ｉｉｉ、ｉＥ話瀞ﾘﾅをご組入頂きます。
③レンタルＷ１ｉ]カゴの|鞠膝1カゴ(400171)を徴｣|ｽさせて頂きます。
］家庭２個迄レンタル出来ます。また、レンタルカゴを契約して頂いた時からそのカ
ゴでIか物をして頂きます。

④レジでごWi1i算して頂きましたら、そのままカゴごとお緋ちり'１１１)頂きます。
⑤２１iT1l1からのおYJ物もそのレンタル導川カゴをご持参頂き、そのカゴで固い物が'１}米
また、お排ちり１１)リ出来ます。

３．カゴの精算
①柵谷上、レンタルカゴが必要なくなった場合は、サービスカウンターにレンタルカゴ
を持参し、返上[】を111Ｌ出てIF〔きましたら、保証金をお返し致します。
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｢ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ西暦2000年問題｣への取り組み

西暦２０００年間題とは皿

「コンピュータ西暦２０００年問題」につきましては、現在世界的な問題として取り上げられ

ております。

これはコンピュータ・システムの多くが、年号を“西暦２下２桁',で処理するようつくられて

いたため、西暦２０００年以降の日付を正しく処理できないものがあり（２０００年を１９００

年と判断してしまう等）、誤った処理をすることにより社会経済活動に重大な支障を及ぼすこと

が懸念される問題です。鐸ﾐ、

JＡ中標津の取り組み体fll

当ＪＡではこの問題で事業活動に支障が起こることの無いように、組合長を本部とした対応体

制を整備（主管部署：管理電算課）し、万全を期すべく取り組みを進めております。

各事業の取り組み状況

当ＪＡの業務に係わるコンピュータ・システムの多くは、ＪＡ北農情報センターに委託してお

り、西暦２０００年問題に関する対応はほぼ完了しておりますが、更にＪＡグループ内での連携

を密にして万全を期すべく取り組みをすすめております。

（１）貯金・融資、為替等の信用事業については、平成１０年１０月までに対応を完了し、同年

１２月には内部テストも完了しております。あわせて対外ネットワーク接続テストにも積極的に

参加し平成１１年６月までにテストを完了し、西暦２０００年問題にかかるシステム対応は終了

しております。

また、ＣＤ／ＡＴＭ等の自動化機器についての対応も、平成１０年８月までに全ての対応を終

了しております。

（２）共済事業については、全国的なシステムを運用しておりますが、平成１１年３月末までに

全て対応を終了致しました。

（３）給油所ＰＯＳ、Ａコープ店舗に係わるシステム対応については、ホクレンにより対応を終
了しております。

F￣ 

現在では「西暦２０００年問題」が関係するシステム・機器の総点検･作業を完了し、対応に漏

れがないかどうかを確認するとともに、「危機管理計画」を策定するなどして緊急時の対応体制

について整備を完了しました。

組合員の皆様(Dご理解とご協力を

以上のように、JArlj標津では「コンピュータ西暦２０００年問題」により組合員の皆様への

サービスが損なわれることがないよう万全を期し、引き続き的確かつ着実な取り組みを実施して

参りますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。
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11月の組合日誌

１日定例自治監査－６日

２日第４回営農委員会

４日女１Mh部パッチワーク教

室

９日第９回理事会

１０日乳牛改良同志会役員会

１１日女性部パッチワーク教

室

１２日第９回青年部役員会

１６日青年部レクリェーショ

ン委員会

１８日女性部パッチワーク教
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税対策委員会研修会
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１９日酷対消費拡大委員会ｉ 

22日馬鈴し｣:振興会役員会

第８回青年部調査・広

報委員会

26日第６回生産委員会

乳牛改良同志会勉強会

27日第５回営農委員会

29日地区別懇談会（武佐,

当幌・俣落地区〕

年末年始の業務曰程 一般業務納め
一般業務始め

12月30日附午後３時まで
１月７日鍋 回休業
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般業霜

貯金･組勘･共済 １５時まで １５時まで １５時まで

ＡＴＭ ]５時まで １５時まで １５時まで

９～17時識Ａ．－フー 10-17時訳 10-17時式 10-17時式10-17時鉦 １０～19時証

配達業務につきましては
７日以降となります

資材店舗 １３時まで １５時まで １５時まで １５時まで

農協前給油所 １３時まで 平常業務 平常業務 平常業務 '２月26日(日)は営業します

桜ケ丘給油所 １３時まで 平常業務 平常業務 平常業務

人エ授精 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

持込に限る
受付正午訳

持込に限る
受付正午証

持込に限る
受付正午証

持込に限る
受付正午識

緊急生乳検査については
別途通知します

生乳検香

乳製品エ場 平常業務平常業務 平常業務

＊Ａコープ店舗の営業時間は、平成12年１月６日から平成12年４月30日までは午前10時から午後7時迄と致します。
＊日濯・祭日の牛乳検査の取扱について
日曜日の牛乳検査は緊急のみの対応で、祭日は午後２時までの持ち込みに限り対応致します。
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31日燭 元-回(+） ２日(日） ３日(月） ４日(火） ５日しk） ６日嗣 備考

一般業務

貯金･組勘･共済 15時まで 15時まで １５時まで

ＡＴＭ 15時まで 15時まで 15時まで

Ａ．－フ. ９－１７時鉦 10…?7時証 i0-T7時託 １０－１７時まで 10-17時式 10～19時証

資材店舗 13時まで １５時まで 15時まで １５時まで
配達業務につきましては
７日以降とな｛ﾉます

膿協前給油所 13時まで 平常業務 平常業務 平常業務 １２月26日｢曰)は営業します

桜ケ丘給油所 13時まで 平常業務 平常業務 平常業務

人二授精 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務 平常業務

生乳検査
持込に限る
受付正午訳

持込に限る
受付正午証

持込に限る
受付正午まで

持込に限る
受付正午藍で

緊急生乳検査については
別途通知します

乳製品二場 平常業務 平常業務 平常業務
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－，９国円二・自

昭和30年代まで活躍した保導車

この頃は、牧草も馬鈴しょの運搬など

も、馬の力なくしてはできなかった時

代です。
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写真提供房川喜延氏
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